
”０対８２” ～最後まであきらめず、やり遂げる心～
今、全国各地で、夏の甲子園出場をめざし、高校野球の地区予選が開催されています。甲子

園常連の私学の強豪もあれば、９人の部員をそろえるのもやっとの公立高校もあります。

そんな中、昨日（１１日）、千葉県の予選で”０ー８２”（５回コールドゲーム）という衝撃的な大

差のついた試合がありました。通信制の高校「わせがく」が敗れたのですが、最後まで一生懸命

プレーしたそうです。インターネットの記事を紹介します。

０－８２の大敗に「没収試合も考えた」

～ひたむきに奪った“１５のアウト”に監督は感謝～
第１０４回全国高等学校野球選手権

千葉大会１回戦が１１日行われ、茂原

市・長生の森野球場では、わせがくが

千葉学芸に０－８２の５回コールドで敗

れた。大量失点で敗れたわせがくの○

○○○監督は「一時は棄権し、没収試

合も考えた。よく最後まで戦ってくれました。感謝しています」と諦めなかった選手たちを称えた。

苦しい戦いだった。初回に大会新の３２得点を許すと、２回には記録をさらに更新する３３得点

を奪われた。１イニング最多得点、１試合最多得点など、数々の大会記録を打ち立てられ、終わ

ってみれば被安打５１、被本塁打１７、８２失点の大敗だった。

通信制で、正式な野球部員は７人のみ。“助っ人選手”を加えて何とか単独チームで出場する

ことができた。しかし、２回には、二塁・○○○○内野手（１年）が熱中症のような症状でうずくま

る事態に。「限界でやっているのはわかっていたので。選手たちには『没収試合にしようか』とも

話しました」と、棄権も頭をよぎったという。

審判の判断で、試合途中に５分の“給水タイム”が設けられ、看護師の手当てを受けて何とか

再開。その後も毎回得点を許しながらも１５個のアウトを取った。

試合後、取材に応じた選手たちは笑顔だった。主将の○○○○捕手（３年）は「（試合前は）

絶対１００取られると思っていた。自分たちができることはできたと思う」と納得の表情だった。○

○監督も「この学校の生徒は９割が不登校を経験している。そんな選手たちが笑顔で野球をや

ってくれたのは教員冥利に尽きます」と打ち明けた。歴史的大敗を喫したが、選手たちは前を向

いていた。 （７月１１日 Full Count）

この試合はあまりに大差がついたので、５回で打ち切られたのですが（コールドゲームといい

ます。本来は９回まで試合をします）、それでも３時間１３分もかかったそうです。酷暑の中、途中

で給水タイムを取りながら試合を続行したとのことです。

ここまで大差をつけられ、監督の先生は途中何度も「棄権」することを考えたそうですが、選手

たちが「頑張ろう」「お前のせいじゃない」と励まし合いながら懸命にプレーしていたので、試合

を続けたそうです。最後の１５個目のアウトを取るまであきらめなかった「わせがく」の選手たち

の心意気と根性に拍手を送りたいと思います。キャプテンの前田選手は、「試合に夢中でそんな

に時間がたっているとは思わなかった。この試合のことは一生忘れません」と語ったそうです。学

ぶことが多いですね。何事もあきらめずに、最後までやり遂げる心を持っていたいですね。

選手生活の中で９０００本以上のシュートをミスした。３００回近く試合に負けた。２６回ウイニ

ングショットを任され、失敗した。人生の中でなんどもなんども繰り返し「私は失敗した」。それが

私が成功した理由だ。 （マイケル・ジョーダン：元プロバスケットボール選手)

挑戦すれば、成功もあれば失敗もあります。でも挑戦せずして成功はありません。何度も言い

ますが挑戦しないことには始まらないのです。 （野茂英雄：元メジャーリーガー)

「花の植え替え」を行いました
９日(土)の朝、PTA３年学年委員会と四中校区地域学校

協働本部の共催で、「花の植え替え」と「セアカゴケグモ退

治」を行いました。とても蒸し暑い天気でしたが、ＰＴＡ３年

学年委員会の方をはじめＰＴＡ本部の方、有志の保護者の

方、四中校区地域学校協働本部の学校支援コーディネータ

ーの方（３名）も参加してくださいました。部活動で登校して

いた男子テニス部、男女バドミントン部の人たちも手伝って

くれました。皆さん汗だくになって、作業してくださいました。本当にありがとうございました。きれ

いに花を植えたプランターは、玄関の周りに置いています。

同時に、体育館周辺の側溝に生息しているセアカゴケグモの退治も

行いました。○○先生と私でガスバーナーを使って焼却しました。なぜ

か背中が赤色ではなく、茶色いセアカゴケグモも数匹いました。ちょっと

気持ち悪かったです。セアカゴケグモを見つけるのが上手な男子生徒

がいて、白い卵も見つけてくれました。ゴキブリを素手でつかまえる強者もいて、みんな驚いてい

ました。

２学期はＰＴＡ２年学年委員会、３学期はＰＴＡ１年学年委員会と四中校区地域学校協働本部

の共催で「花の植え替え」を行う予定です。またご協力いただければ幸いです。
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